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平成21年の干支は『丑（うし）』。素朴な形と鮮
やかな色づかいが特徴の中山人形の中でも、
丑の土鈴はデザインがきらびやかで人気があ
ります。幸運を運ぶという背中の宝珠にあや
かり、皆さんに幸運が訪れますように。

（中山人形「樋渡人形店」の工房にて）

幸運を運ぶ中山『丑』
え　 と
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　雇用維持に迅速に対応

【市議会12月定例会　市長所信説明・緊急雇用対策本部設置】

■一般会計補正額・・・・・・・・・・・６億１，１５８万３千円
　◎主な補正予算
　　○平鹿病院跡地対策費・・・・・・・　　４，９７９万１千円
　　○住民情報系運用管理費・・・・・・　　２，１３５万７千円
　　○介護保険事業特別会計繰出金・・・　　８，４１７万９千円
　　○保育所運営費（すこやか支援事業含む）　５，６６１万９千円
　　○東部環境保全センター管理運営費　　　２，４８６万０千円
　　○公共温泉施設資金貸付事業・・・・　　４，４２９万０千円
　　○金融対策費（中小企業融資の拡充※）１億０，０００万０千円
　　○中学校改築事業・・・・・・・・・  　１，２０７万０千円
　　○社会教育施設改修事業・・・・・・  　４，９７９万５千円
■補正後の予算総額・・・・・・・・４９４億０，１０７万３千円
　　　　　　　　　　　　　　※緊急雇用対策のため追加提案されたもの

今議会に提案された主な一般会計補正予算
　

世
界
的
に
経
済
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
で

は
10
月
30
日
に
「
新
た
な
経
済
対

策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
並

び
に
経
済
対
策
閣
僚
会
議
」
が
、

「
生
活
対
策
」
と
題
し
た
経
済
財

政
対
策
を
公
表
し
、
３
年
間
で
日

本
経
済
を
建
て
直
す
た
め
、
定
額

給
付
金
の
支
給
や
、
高
速
道
路
料

金
の
大
幅
引
き
下
げ
な
ど
を
赤
字

国
債
に
頼
ら
ず
取
り
組
む
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
金
融
危
機

が
実
体
経
済
に
波
及
す
る
に
は
時

間
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
予
算
は
、
世
界
経

済
の
低
迷
に
伴
う
企
業
収
益
の
悪

化
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
法

人
関
係
税
収
の
大
幅
な
落
ち
込
み

が
予
想
さ
れ
、
総
務
省
の
概
算
要

求
が
前
年
比
で
３
・
９
％
減
額
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
基
本
に

編
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
、
各
部
局
が
配
分
さ

れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
、
責
任
を

も
っ
て
予
算
を
編
成
す
る
「
分
権

型
予
算
編
成
」
を
引
き
続
き
行
う

こ
と
と
し
、
そ
の
基
本
方
針
と
し

て
、
①
地
場
産
業
の
支
援
強
化
と

雇
用
の
拡
大
、
②
子
育
て
支
援
の

強
化
と
元
気
な
高
齢
社
会
づ
く
り

の
推
進
、
③
市
民
と
の
協
働
と
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
拓
く
人
た
ち
と

の
連
携
強
化
な
ど
10
項
目
を
設
定

し
、
重
要
施
策
と
地
域
の
特
色
あ

る
事
業
を
着
実
に
展
開
す
る
た
め
、

政
策
枠
と
地
域
局
提
案
枠
に
各
１

億
円
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
単
独
補
助
金
は
、
抜

本
的
な
見
直
し
作
業
を
予
定
し
て

お
り
、
①
原
則
と
し
て
事
業
費
に

対
す
る
補
助
に
統
一
、
②
飲
食
等

に
か
か
る
経
費
は
対
象
と
し
な
い
、

③
前
年
繰
越
額
が
補
助
金
額
を
超

え
る
も
の
は
21
年
度
の
補
助
金
交

付
を
一
旦
休
止
す
る
、
と
の
方
針

で
補
助
対
象
団
体
等
へ
の
情
報
提

供
を
適
切
に
行
い
、
予
算
編
成
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

　

地
域
で
の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の

仕
組
み
を
作
り
あ
げ
る
た
め
、
現

在
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
「
横

手
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
福
祉
事
務
所
内
で
の
検
討
や

担
当
者
な
ど
に
よ
る
作
業
チ
ー
ム

で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
広
く
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
災
害
弱

者
へ
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
「
災
害
時
安
心

リ
ス
ト
」
を
取
り
ま
と
め
、
災
害

時
の
具
体
的
な
体
制
を
地
域
福
祉

計
画
に
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　

今
年
度
か
ら
実
施
し
た
特
定
健

康
診
査
は
９
月
で
終
了
し
、
受
診

対
象
者
約
２
万
３
千
人
に
対
し
、

受
診
率
は
40
％
程
度
の
見
込
み
で

す
。
健
診
後
は
個
人
ご
と
に
結
果

説
明
と
保
健
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

積
極
的
支
援
の
対
象
者
は
５
３
１

人
で
、
対
象
者
に
は
利
用
券
を
発

行
し
、
特
定
保
健
指
導
を
開
始
し

ま
し
た
。
積
極
的
支
援
対
象
者
に

は
、
今
後
３
か
月
以
上
の
継
続
保

健
指
導
を
行
い
、
対
象
者
が
確
実

に
生
活
習
慣
を
改
善
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
水
稲
作
付
面
積
は
、

１
０
，
４
７
３
㌶
で
、
県
南
の
作

況
指
数
は
１
０
６
の
良
で
し
た
。

全
国
の
作
況
指
数
が
１
０
２
だ
っ

た
こ
と
か
ら
「
集
荷
円
滑
化
対
策

（
※
）」
が
発
動
さ
れ
、
国
で
は
生

産
調
整
実
施
者
の
不
公
平
感
を
解

消
す
る
た
め
、
過
剰
分
を
政
府
備

蓄
用
と
し
て
実
勢
価
格
で
買
い
入

れ
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

一
等
米
比
率
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域

で
95
％
以
上
の
高
比
率
と
な
り
ま

し
た
が
、
カ
メ
ム
シ
被
害
が
あ
っ

た
地
域
も
あ
り
、
来
年
度
も
引
き

続
き
防
除
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
米
の
生
産
調
整
は
、
実
施

面
積
５
，
２
２
８
㌶
で
目
標
面
積

に
対
す
る
達
成
率
は
１
０
２
％
と

な
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
主
体
的

な
取
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進

　

「
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
整
備
を

進
め
て
き
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
精
製
施
設
が
、
10
月
20
日
に

完
成
し
、
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

原
料
の
廃
食
用
油
は
十
文
字
地
域

の
３
自
治
会
６
０
０
世
帯
と
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
回
収
し
、
精

製
さ
れ
た
燃
料
は
公
用
車
で
の
実

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
第
一
歩

と
し
て
市
民
に
根
ざ
し
た
運
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
除
雪
対
策
に
つ
い
て

　

11
月
17
日
、
「
平
成
20
年
度
除

雪
対
策
本
部
開
所
式
」
を
開
催
し
、

歩
道
や
通
学
路
の
確
保
、
作
業
事

故
の
防
止
な
ど
の
重
点
目
標
を
確

認
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
除
雪

車
両
の
整
備
や
作
業
員
雇
用
を
２

週
間
早
め
、
11
月
20
日
の

降
雪
に
も
迅
速
に
対
応
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
冬

期
間
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
横
手
駅
周
辺
地
区
整
備

　

市
街
地
再
開
発
事
業
は
、

旧
平
鹿
総
合
病
院
等
の
解

体
工
事
も
無
事
終
了
し
、

11
月
25
日
に
起
工
式
を
行

い
、
順
次
マ
ン
シ
ョ
ン
棟

か
ら
建
築
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
再
開
発
組

合
で
は
、
新
た
に
出
店
を

検
討
し
て
い
る
小
売
業
者

と
の
交
渉
を
進
め
て
お
り
、

市
と
し
て
も
出
店
者
誘
致
に
で
き

る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
富
士
見
大
橋
地
下
道
は
、

夜
間
の
通
行
者
の
安
全
性
向
上
を

図
る
た
め
、
照
明
設
置
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

　

駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
今
年
度
で
地
区
内
の
工
事
が

ほ
ぼ
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
来
年

度
か
ら
換
地
処
分
に
向
け
た
作
業

を
進
め
ま
す
。
三
枚
橋
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
国
道
13
号
か

ら
駅
西
口
広
場
前
の
交
差
点
ま
で

の
一
部
区
間
が
暫
定
で
供
用
開
始

さ
れ
、
歩
行
者
及
び
通
行
車
両
の

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
換

地
設
計
の
修
正
も
年
内
に
完
成
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
仮
換
地
未

指
定
の
地
権
者
と
の
交
渉
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
横
手
市
立
小
中
学
校
の
統
合

①
横
手
地
区
小
中
学
校
統
合
計
画

　
に
つ
い
て

　

横
手
地
区
の
学
校
統
合
は
、
各

地
域
代
表
者
、
学
校
関
係
者
等
か

ら
な
る
「
横
手
地
区
小
中
学
校
統

合
基
本
構
想
策
定
委
員
会
」
で
協

議
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
各
地
区

で
の
説
明
会
を
延
べ
13
回
開
催
し
、

境
町
、
黒
川
、
金
沢
の
３
小
学
校

と
、
鳳
、
横
手
西
、
金
沢
の
３
中

学
校
の
統
合
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
概
ね
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
一
部
の
学
校
で
先
行
統
合
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
意
見
が

多
く
、
平
成
25
年
の
中
学
校
統
合
、

平
成
28
年
の
小
学
校
統
合
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
く
方
針
と
し

ま
し
た
。

②
西
部
地
区
中
学
校
統
合
計
画
に

　
つ
い
て

　

10
月
20
日
に
「
西
部
地
区
中
学

校
統
合
基
本
構
想
策
定
委
員
会
」

か
ら
、
雄
物
川
、
大
森
、
大
雄
の

３
中
学
校
の
西
部
地
区
中
学
校
統

合
計
画
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
推

進
す
る
べ
き
と
の
意
見
書
を
い
た

だ
き
、
現
在
は
そ
の
内
容
を
十
分

尊
重
し
な
が
ら
、
建
設
候
補
地
の

絞
り
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。

③
山
内
中
学
校
に
つ
い
て

　

校
舎
の
耐
震
性
の
問
題
か
ら
、

「
山
内
中
学
校
校
舎
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
山
内
中
学
校
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
検

討
委
員
会
で
は
将
来
の
学
校
統
合

に
つ
い
て
概
ね
そ
の
必
要
性
を
認

め
な
が
ら
も
、
現
段
階
で
は
校
舎

改
築
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至

り
、
市
で
は
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
る
既
存
施
設
の
一
部
を
利
用

し
て
校
舎
改
築
を
行
う
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

※
集
荷
円
滑
化
対
策
…
米
価
が
低
下
し
な

い
よ
う
過
剰
米
を
区
分
出
荷
、
保
管
し
た

生
産
者
に
、
生
産
者
拠
出
金
と
国
の
貸
付

金
で
造
成
し
た
基
金
か
ら
融
資
や
支
援
金

の
給
付
を
行
う
も
の

横手市議会12月定例会が12月１日から19日までの日程で開催されました。
開会にあたり、五十嵐市長が行った所信説明の中から、市民の皆さんに関
わりの深い内容を中心に抜粋してお知らせします。（市ＨＰに全文を掲載
しています）

　経済情勢の悪化で、市内でも400人を超す
解雇者が見込まれる中、市では市内企業へ
の緊急金融対策などを強化するため、12月
10日、五十嵐市長を本部長とする『横手市
緊急雇用対策本部』を設置しました。
　同本部では、金融対策のほか緊急雇用創
出事業などを実施するとともに、再雇用へ
の働きかけ、ハローワークなどと連携した
情報提供などを行います。
　これに関連して、市では市内企業への融
資制度の貸付限度額を拡充するため、12月
定例市議会に補正予算案と条例改正案を提
出。年末にも横手庁舎に臨時の相談窓口を
設け、融資希望者への関係証明書の発行を
行うほか、１月には臨時市議会を開いて、
新たな雇用創出の具体策を示し、実施して
いく予定です。

緊急雇用対策本部を設置
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information
市からのお知らせ 政情報便行
　

　
　農業委員会委員の選挙権をお持ちの方は、毎年、市の
選挙管理委員会へ『農業委員会委員登載申請書』の提出
が必要です。該当する方は、市から送付された申請書に
必要事項を記入の上、同封の返信用封筒に入れて郵送し
てください（各地域局産業振興課へ提出いただいても構
いません）。なお、該当する方で、まだ市から申請書が
届いていない場合は、至急、下記へお問い合わせくださ
い。農業委員会委員の選挙人名簿は、この申請に基づい
て作成されますので、期限までの申請をお願いします。
◆提出期限　平成21年１月10日（土）必着
　　　　　　※土日は各地域局日直担当へ
◆提出方法　各地域局産業振興課へ郵送、または直接提
　　　　　　出ください。
◆問 合 せ　各地域局農業委員会事務局担当 

期限までに申請書を提出ください
　　農業委員会委員の選挙権を有する方は

　

◆職種および採用人数　
　　　　　　看護師・理学療法士　若干名
◆応募資格　次の要件を満たす方
　　　　　　・昭和48年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　・通勤に支障のない範囲内に居住できる方
　　　　　　・職種に必要な免許を有する方、または平
　　　　　　　成21年３月までに実施される国家試験に
　　　　　　　おいて免許取得見込みの方
◆採用年月日　平成21年４月１日（水）
◆試 験 日　平成21年１月23日（金）
◆試験場所　市立大森病院
◆受付期限　平成21年１月19日（月）
◆問 合 せ  〒013-0525 横手市大森町字菅生田245-205
            市立大森病院総務係　26-2141

市立大森病院職員を募集します
①免税軽油使用者証（すでに交付
　を受けている方のみ）
②農業委員会の耕作面積の証明書
③使用機械の所有証明書（契約書、  
　納品書等。新規に申請する方お  
　よび機械を更新した方のみ）
④免税軽油の引取を証明する書類
　（納品書、購入証明書等）
⑤免税軽油の引取および使用状況
  の報告書（用紙がない場合は、
　会場で記入できます）
⑥誓約書（会場で記入・押印）
⑦秋田県証紙（１件につき400円。
　新規申請、使用者証の更新の方）
⑧印鑑（共同申請の場合は全員の
　印鑑が必要です）

 期日

１/21
（水）

１/22
（木）

１/23
（金）

１/26
（月）

１/27
（火）

１/29
（木）

地 域

大  森

十文字
増  田

大  雄

雄物川

平  鹿

横  手
山  内

時   間

13:00～15:00

 9:00～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30
13:00～15:00

 9:30～11:30

対象地区

大森全域

十文字、三重
植田、睦合、増田全域

田根森、八柏
阿気、田村、新町、宮田

沼館、館合、大沢
福地、里見、谷地

醍醐、下鍋倉、吉田
浅舞、樽見内

横手全域、山内全域

場　　所

大森地域局３階集会室

十文字地域局２階
第１会議室

大雄農業団地センター
３階大会議室

雄物川地域局２階
大会議室

平鹿生涯学習センター
１階多目的ホール

秋田県平鹿地域振興局
３階大会議室

軽油引取免税証（農業用）の交付申請を受け付けます

『私のまちの市長室』開催日程について

世
界
に
羽
ば
た
く
ア
ス
リ
ー
ト
へ

平
鹿
中
・
菅
原
さ
ん
が
Ｕ-

16
日
本
代
表
候
補
選
出
を
報
告

　

　

平
鹿
中
学
校
３
年
生
の
菅
原
絵

梨
奈
さ
ん
が
12
月
９
日
、
市
役
所

南
庁
舎
を
訪
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
女
子
の
Ｕ
‐
16（
16
歳
以
下
）

日
本
代
表
候
補
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
五
十
嵐
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
‐
16
代
表
候
補
は
、
平
成
21

年
10
月
開
催
予
定
の
第
１
回
Ｆ
Ｉ

Ｂ
Ａ（
国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
連
盟
）ア

ジ
ア
Ｕ
‐
16
選
手
権
に
向
け
て
新

設
さ
れ
た
部
門
で
、
全
国
か
ら
15

人
を
選
出
。
強
化
合
宿
や
海
外
遠

征
を
重
ね
、
最
終
的
に
12
人
に
絞

り
込
む
も
の
で
す
。
こ
の
海
外
遠

征
で
、
菅
原
さ
ん
は
１
月
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
『
ユ
ー

ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
で
、
日
本
代
表
と
し
て

の
出
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

五
十
嵐
市
長
が
「
相
手
の
体
の

大
き
さ
に
負
け
な
い
、
中
身
の
強

い
選
手
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
話

す
と
、
菅
原
さ
ん
は
「
全
国
レ
ベ

ル
の
選
手
と
練
習
し
、
学
ぶ
べ
き

点
が
多
く
あ
っ
た
。
更
に
練
習
を

重
ね
、
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し

た
い
」
と
力
強
く
応
え
ま
し
た
。

期　日
１/20（火）
１/23（金）
１/27（火）
１/29（木）

場　　　所
増田地区多目的研修センター
十文字文化センター
大雄ふるさとセンター３号館
雄物川生涯学習センター

地 域
増 田
十文字
大　雄
雄物川

◆問合せ　県平鹿地域振興局県税課課税班　32-0595

活躍を誓い、五十嵐市長と握手する菅原さん

五十嵐市長に回答書を手渡す飯田支店長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
エ
リ
ア
が
拡
大

光
フ
ァ
イ
バ
ー
誘
致
要
望
へ
回
答

　

　
　これまで年金から納付されていた、国保税と長寿医療
（後期高齢者医療）保険料が、平成21年４月から口座振替
で納付できるようになりました。これまでは条件を満た
す方のみが口座振替に変更できましたが、来年度からは
すべての方が対象になります。
　口座振替への変更を希望される方は、届け出が必要で
す。対象となる方（※１）には、１月上旬に『口座振替へ
の変更申出書』を送付しますので、手続きください。な
お、年金からの納付を希望される方は、手続き不要です。
　※１…国保税については、年金からの納付が４月から
　　　　新たに開始となる方にのみ送付します。すでに
　　　　年金から納付されている方も変更できますので、
　　　　市役所窓口にて手続きください。
◆必要書類
　・口座振替への変更申出書、認印
　・口座振替の預貯金通帳、通帳の届出印（※２）
　※２…すでに口座振替で納付されている方は不要です。
◆申込期限
　平成21年１月30日（金）までに届け出いただくと、年金
　からの納付が４月分から中止になり、口座振替が７月
　から始まります。ただし、期限を過ぎて届け出された
　場合、６月以降の中止となりますのでご注意ください。

◆申込・問合せ
　市財務部市民税課（横手庁舎内）　32-2510、または
　各地域局地域振興課税務担当へ

国保税と長寿医療（後期高齢者医療）保険料を
すべての方が口座振替で納付できます

口座振替にした場合、社会保険料控除は口座振替で納付した
方に適用されます。このため、世帯全体の所得税や市・県民
税の負担額が変わることがありますので、ご注意ください。

Ｈ21年
４月～

全県中学新人戦
　市報の先月号でご紹介した秋田県中学校秋季大会で、陸上競技
の男子２年100㍍で鳳中学校の小徳真さんが、男子共通110㍍障害
で横手南中の眞田龍志さんが優勝しましたので、ご紹介します。

【陸上】 男子２年100㍍
小徳 真さん (鳳中）

【陸上】 男子共通110㍍障害
眞田 龍志さん(横手南中）◆必要な書類◆申請受付日程

　『私のまちの市長室』を増田・十文字・大雄・雄物川
地域で次のとおり開催します。皆さんのご意見を市政に
反映させる良い機会として、ぜひご参加ください。
◆開催日および場所（開催時間：午後７時～８時30分）

◆問合せ　市総務企画部市長公室　35-2162

栄光栄光

　

平
鹿
・
雄
物
川
両
地
域
光
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
整
備
推
進
協
議
会
が

10
月
29
日
に
提
出
し
た
高
速
大
容

量
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
開
始
要
望
書

に
対
し
、
12
月
17
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
秋
田
支
店
の
飯
田
啓
悦
支
店

長
ら
が
回
答
書
を
持
参
し
、
市
長

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
既
に
横
手
地
域
と
十

文
字
地
域
の
一
部
で
提
供
さ
れ
て

い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
平
鹿
・

雄
物
川
地
域
に
も
誘
致
し
よ
う
と

両
地
域
の
商
工
会
や
農
業
協
同
組

合
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
住
民

や
事
業
所
な
ど
か
ら
要
望
書
を
集

め
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
回
答
書
の
内
容
は
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
敷
設
工
事
を
行
っ

て
い
る
大
森
地
域
全
域
と
雄
物
川

地
域
の
一
部
と
と
も
に
、
両
地
域

も
本
年
度
内
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

飯
田
支
店
長
が
「
最
新
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
い
の
で
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
配
慮
を
願
い
た
い
」
と

話
し
た
の
に
対
し
、
五
十
嵐
市
長

は
「
情
報
通
信
格
差
の
解
消
と
同

時
に
、
最
新
の
技
術
に
よ
る
エ
リ

ア
拡
大
を
決
定
い
た
だ
き
感
謝
し

た
い
。
行
政
と
し
て
も
加
入
者
の

拡
大
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
」

と
応
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
鹿
・
雄
物
川
両
地
域

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
推
進
協

議
会
に
も
同
様
の
回
答
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
た
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主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市
長
の
動
静（
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬
）

横
手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

前澤さんに認定証と認定のぼりを手渡し、激励

情報局情報局

「おちゃっこママ」奥山

　「よこてすくすく子育てねっと」をご存知ですか？
横手市内には「少しでも楽しく子育てをしたい」、
「子育てをしている方々を応援したい」との思いで、
読み聞かせや託児ボランティア、情報誌の発行をは
じめ、子育てに関するさまざまな活動をしているサ
ークルや団体がたくさんあります。
　これらの団体同士が「お互いに情報交換し、協力
して地域に情報発信していけたら」という思いで昨
年度発足したのが「よこてすくすく子育てねっと」
です。現在、16団体が加入しており、年３回から４
回の会議を行っています。このコーナーでは、子育
て中の皆さんが明るく楽しい気持ちで子育てしてい
けるような情報をお届けしていきます。市からのお
知らせのほか、ねっと会員からのお便りを毎回お届
けしますので、どうぞお楽しみに！

子育て支援のネットワークができました！

～明るく楽しい子育てと子どもたちの
　　　　　　すこやかな成長を応援します～

「急な発熱にも落ち着いて！」

子育て

楽しく
明るく！

楽しく
明るく！ ねっと会員通信

子 育 て 支 援 課 ３ ５ ― ２ １ ３ ３

名称
学童保育「ピノキオ」

学童保育「あさひ」

学童保育「みなみ」

学童保育「わんぱく」

学童保育「さかえ」

学童保育「あさくら」

学童保育「あさくらキッズ」

学童保育「すまいるキッズ」

学童保育「ますだキッズ」

浅舞児童クラブ

醍醐児童クラブ

児童クラブ「どんぐりっこ」

沼館学童クラブ

学童保育「おおもり」

学童保育「はくさん」

第一小なかよし学級

さくらんぼ学級

第二小なかよし学級

あおぞら学級

睦小なかよし学級

なかよしクラブ

こどもセンター

小学校区
旭小

旭小

横手南小

横手南小

栄小

朝倉小

朝倉小

増田小

増田小

浅舞小

醍醐小

吉田小

雄物川北小

（新）大森小

（新）大森小

十文字第一小

十文字第一小

十文字第二小

植田小

睦合小

山内小

阿気小、田根森小

実施場所
朝日が丘児童センター

旭ふれあい館

横手南小学校

わんぱく館

さかえ館

あさくら館

朝倉地内民家（借家）

増田町総合子育て支援施設

増田町多目的研修センター

浅舞小学校

醍醐小学校

吉田公民館

旧後藤工業（縫製工場跡地）

大森保育園

白山小学校

十文字文化センター

十文字卓球場

十文字第二小学校

植田小学校

睦合小学校

山内小学校

大雄子どもセンター

定員
40人

30人

20人

40人

30人

60人

20人

35人

20人

30人

30人

30人

25人

12人

15人

50人

10人

15人

10人

10人

20人

30人

平成21年度学童保育利用申込開始のお知らせ

　学童保育（児童クラブ）は、小学校の放課後や休業日に保護者が
仕事等の理由でいない家庭を対象とし、子どもたちへの安全な生活
の場の提供と健全育成、そして保護者の皆さんに安心して仕事等を
続けていただくことを目的とした施設です。

◆対象者　おおむね小学校４年生までの児童で、放課後や学校休業
　　　　　日に家族が仕事等の理由で家庭にいない児童
◆実施日　日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
◆時　間　放課後～午後７時（土曜日・学校休業日は午前７時30分
　　　　　から。クラブにより若干時間が異なります）
◆利用料　・通年利用＝月額5,000円
　　　　　・長期休みのみ利用＝7,000円（日数に応じて日割）
　　　　　（複数入所の２人目以降とひとり親家庭の児童は半額）
◆申込方法　下記担当課に備え付けの申込用紙に記入し、親と60歳以
　　　　　下の同居の家族等の勤務証明を添えて提出してください。
◆申込期間　１月５日（月）～30日（金）
◆注意事項　・申し込みが定員を上回った場合は、家庭の状況等で判
　　　　　　断しつつ、学年の低い児童を優先します。
　　　　　・同じ小学校区に複数のクラブがある場合は、登録クラ
　　　　　　ブを調整させていただくこともあります。
◆問合せ　下記の担当課へ

申込み

１/30（金）

まで

　大森地域の小学校３校が統合して誕生す
る（新）大森小学校では、平成21年度秋をめ
どに新たな学童保育施設の建設を予定して
います。新施設は、大森地域全域の４年生
以下の児童が対象となりますが、完成まで
は現在ある学童保育「おおもり」か「はく
さん」のどちらかを利用していただくこと
になります。利用者の皆さんには、ご不便
をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　なお、利用申し込みの際は、どちらかご
希望の施設を選択していただきますが、申
し込み状況によっては、ご希望に添えない
場合もありますので、あらかじめご了承く
ださい。また、小学校からクラブへの通所
方法については、児童の安全を最優先とし
て現在検討中です。
◆問合せ　大森地域局市民福祉課
　　　　　　26-2115

各地域の担当課（申込先）

横手地域局福祉課　32-2710

増田町総合子育て支援施設　45-4637

平鹿地域局市民福祉課　24-1114

雄物川地域局市民福祉課　22-2156

大森地域局市民福祉課
　26-2115（大森庁舎内）

十文字地域局市民福祉課　42-5113

山内子育て支援センター　53-2172

大雄地域局市民福祉課　52-3905

大森地域
小学校統合後の学童保育について

大森地域
小学校統合後の学童保育について

～現在利用中の方も
　　　再度申し込みが必要です～

information
市からのお知らせ 政情報便行

○
11
／
25
…
『
私
の
ま
ち
の
市
長
室
』

　
始
ま
る
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
生
の
声
を
直
接

伺
う
『
私
の
ま
ち
の
市
長
室
』
が
山
内

地
域
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
〝
教
育
〞
。
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中

で
、
私
た
ち
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
車

座
に
な
っ
て
一
緒
に
考
え
る
場
で
あ
る
。

平
日
の
夕
食
時
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど

も
を
持
つ
親
御
さ
ん
や
地
域
の
方
々
に

た
く
さ
ん
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。
行

政
運
営
す
べ
て
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
起
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

会
場
に
足
を
運
ん
で
率
直
な
意
見
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
11
／
29
…
横
手
や
き
そ
ば『
栄
屋
号
』

　
を
横
手
市
公
認
屋
台
と
認
定

　
首
都
圏
で
横
手
や
き
そ
ば
を
移
動
販

売
し
て
い
る
屋
台
『
栄
屋
号
』
を
横
手

市
の
公
認
と
す
る
認
証
式
を
行
っ
た
。

前
澤
亨
さ
ん
は
、
横
手
地
域
栄
地
区
出

身
で
２
年

前
か
ら
軽

自
動
車
を

改
造
し
た

屋
台
で
横

手
や
き
そ

ば
を
販
売

し
、
人
気

を
集
め
て

い
る
。
東

京
都
世
田

谷
区
の
秋
田
県
育
英
会
東
京
寮
で
行
わ

れ
た
認
証
式
に
は
、
寮
に
住
む
県
出
身

の
学
生
や
近
隣
住
民
の
方
が
多
く
集
ま

っ
て
く
だ
さ
り
、
豊
か
な
資
源
に
あ
ふ

れ
る
横
手
市
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
今

後
も
首
都
圏
で
頑
張
る
『
栄
屋
号
』
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
し
て
い
き
た
い
。

○
12
／
７
…
川
西
小
学
校
閉
校
式
に
出
席

　
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
川
西
小
学
校

の
閉
校
式
に
出
席
し
た
。
会
場
に
は
、

在
校
児
童
や
卒
業
生
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
な
ど
が
多
く
集
ま
り
閉
校
を
惜

し
ん
だ
。
過
疎
化
・
少
子
化
は
子
ど
も

達
の
学
習
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
閉
校
・

統
合
と
な
る
大
森
地
域
３
校
も
こ
う
し

た
変
化
へ
の
や
む
を
得
な
い
対
応
で
あ

る
。
新
生
大
森
小
学
校
が
〝
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
〞
と
し
て
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
と

手
を
携
え
て
支
え
て
い
き
た
い
。

な
ま

・
・

　お子さんの急な発熱であわてたことはあ
りませんか。以前参加した市民医学講座で
のお医者さんの講演によると、子どもの病
気で最も多いのは発熱だそうです。発熱時
には、こまめに水分補給し、熱が上がりきった状態で
冷やします。おでこよりもわきの下やももの付け根の
あたりを冷やすと良いようです。
　そもそも、発熱は生体防衛反応なのですぐに解熱剤
を使って下げようとするのは考えもの。まずは、①食
欲、②睡眠、③機嫌の３点をよく観察したうえであわ
てずに受診しましょう。また、汗をかかせようと、ぐ
るぐる巻きに厚着させるのも熱が発散できず良くない
そうです。こんな時のわが家のオススメは、野菜たっ
ぷりのスープです。消化がよく、体が温まる食事とた
っぷりの睡眠、そして何よりも子供との時間をゆっく
りと過ごすことが一番の治療ではないかと思います。



市報よこて 8市報よこて9

郷土を愛する気持ちを伝えたい
■第17回年末年始行事伝承会（雄物川）
　12月17日、雄物川町民家苑木戸五郎兵衛村の旧黒石
家で年末年始行事伝承会が行われ、福地小学校の５年
生18人が参加しました。児童たちは雄物川町文化財保
護協会会員の指導を受けて『しめ飾り作り』『若水汲
み・灸立て』『餅つき』など、最近では目にすること
の少なくなった昔ながらの正月行事を体験しました。
　同会長の高橋さんは「昔の人がどのような気持ちで
新年を迎えたのか考えてほしい。伝統行事を知り、郷
土を愛してほしい」と話していました。会員の方に教わりながら、しめ飾り作りに挑戦

情報～information～

Information

情
報

平成21年 横手市消防団出初式

駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会

の
委
員
立
候
補
者
を
受
付
け
ま
す

　

立
候
補
さ
れ
る
方
は
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
／
１
月
６
日(

火)

〜
15

　

日(

木)

◆
定
数
／
８
人
（
地
権
者
７
人
、
借

　

地
権
者
１
人
）

◆
受
付
先
／
十
文
字
庁
舎
２
階
都
市

　

整
備
課
、
横
手
庁
舎
４
階
地
域
維

　

持
課
※
土
日
、
祝
日
は
日
直
窓
口

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　
　

４
２
‐
５
１
２
０

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

明
海
大
学
（
千
葉
県
）
に
通
う
ア

ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
横
手
市
を
訪

れ
ま
す
。
日
本
語
を
話
せ
ま
す
の
で

言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
体
験
し
、
気
軽
に

国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
入
期
間
／
２
月
15
日(

日)

か
ら

　

17
日(

火)

の
２
泊
３
日

◆
募
集
数
／
10
家
族

◆
申
込
期
限
／
１
月
30
日(

金)

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室　

３

　

５
‐
２
１
５
８

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
『
平
成
20
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
』
の
県
入
選
作
品
な
ど

の
優
秀
作
品
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
１
月
７
日(

水)

〜
13
日(

火)

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

３
５
‐
２
１
２
６

み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場
『
パ
パ（
マ

マ
）＆
キ
ッ
ズ
の
カ
レ
ー
作
り
』

　

親
子
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
カ
レ

ー
作
り
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
10
日(

土)

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
１
時

◆
場
所
／
さ
か
え
館

◆
参
加
費
／
３
０
０
円(

材
料
代)

◆
持
ち
物
／
お
米
一
人
１
合
、
エ
プ

　

ロ
ン
、
三
角
巾

◆
申
込
み
／
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課　

２
２
‐
２
１
５
５

朝
倉
公
民
館
主
催『
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
教
室
』参
加
者
募
集（
全
３
回)

◆
日
時
／
２
月
５
日(

木)

・
12
日(

木)

・

　

19
日(

木)

、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
方

◆
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円
※
ボ
ー

　

ル
代
込

◆
申
込
期
限
／
１
月
15
日(

木)

◆
申
込
み
／
あ
さ
く
ら
館　

３
５
‐

　

２
１
３
８

歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い　

お
お
も
り

２
０
０
９

　

速
さ
を
競
う
部
門
と
自
分
の
ペ
ー

ス
で
楽
し
む
部
門
の
２
部
門
が
あ
り

ま
す
。
貸
出
用
の
ス
キ
ー
も
用
意
し

て
い
ま
す
。
（
参
加
無
料
）

◆
日
時
／
１
月
24
日(

土)

午
前
８
時

　

30
分
受
付

◆
場
所
／
大
森
多
目
的
運
動
広
場
特

　

設
コ
ー
ス

◆
申
込
締
切
／
１
月
16
日(

金)

◆
申
込
み
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

２
６
‐
４
０
７
３

か
ま
く
ら
を
も
っ
と
深
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

か
ま
く
ら
の
歴
史
や
行
事
内
容
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
知

識
を
高
め
、
観
光
案
内
な
ど
に
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
受
講
無
料
）

◆
日
時
／
１
月
25
日(

日)

午
後
２
時
〜

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
申
込
期
限
／
１
月
20
日(

火)

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
観
光
物

　

産
課　

４
５
‐
５
５
１
９

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ま
く
ら『
お
ら
ほ
・

お
ら
え
の
か
ま
く
ら
』
大
募
集

　

か
ま
く
ら
行
事
へ
の
関
心
と
、
雪

へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ま
く
ら
を
募
集
し
ま

す
。
冬
の
思
い
出
に
、
家
族
や
地
域
、

職
場
の
皆
さ
ん
で
か
ま
く
ら
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
者
・
応
募
団

体
に
は
〝
あ
ま
え
こ
〞
と
〝
記
念
写

真
〞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
ま
す
）

◆
募
集
期
限
／
２
月
14
日(

土)

◆
応
募
方
法
／
電
話
受
付
け
し
ま
す

◆
あ
ま
え
こ
配
布
・
記
念
写
真
撮
影

　

期
間
／
２
月
６
日(

金)

〜
14
日(

土)

　

市
職
員
が
設
置
場
所
に
お
伺
い
し

　

ま
す
。

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
観
光
物

　

産
課　

４
５
‐
５
５
１
９
ま
た
は

　

横
手
市
観
光
協
会　

３
３
‐
７
１

　

１
１

 

大　森

大　雄

平　鹿

増　田

雄物川

十文字

山　内

横　手

１月４日（日）

１月４日（日）

１月４日（日）

１月４日（日）

１月５日（月）

１月６日（火）

１月６日（火）

１月６日（火）

観閲　大森庁舎前
式典　コミュニティセンター
観閲　大雄庁舎前
式典　大雄交流研修館
観閲　生涯学習センター前
式典　生涯学習センター
観閲　ふれあいプラザ駐車場
式典　ふれあいプラザ
観閲　雄物川体育館
式典　雄物川体育館
観閲　十文字幸福会館前
式典　十文字文化センター
観閲　山内体育館前
式典　山内体育館
観閲　中央通り
式典　市民会館

９：15
10：00
10：15
10：30
13：00
13：40
13：10
14：30
９：50
10：00
９：10
10：00
９：15
10：00
９：30
10：00

地 域 期 日 時 間 観閲および式典会場

◆問合せ　市総務企画部総務課防災安全担当　35-2161
　　　　　または、各地域局地域振興課

◆出初式日程

・固定資産税５期
・国民健康保険税７期
・介護保険料７期
・後期高齢者医療保険料７期

※給料、年金から天引きでないもの

・固定資産税５期
・国民健康保険税７期
・介護保険料７期
・後期高齢者医療保険料７期

※給料、年金から天引きでないもの

◆ 納期限は２月２日です ◆◆ 納期限は２月２日です ◆
納期限までの納付をお願いします。
市財務部納税課（横手庁舎） 　32-2518

in

郷土料理に挑戦
■親子で巻き寿司作り（増田）
　増田小学校で12月10日、親子で巻き寿司作りが行わ
れました。これは、郷土料理を通して先人の技と食文
化に触れることを目的に、同校５年生が農業体験交流
学習の一環で育てた米を使って行ったものです。
　この日は、地元の生活研究グループなどから講師を
招き、薄焼き卵や桜でんぶ、小松菜などを材料に、色
鮮やかなバラの花模様の切り口になる巻き寿司を完成
させました。この後、子供たちは自分の出来栄えに感
心しながら、郷土の味を堪能しました。巻きすを使った巻き方のコツを教わる子供たち

華麗な舞で観客を魅了
■秋田盆おどりサミットin増田(増田)
　12月14日、増田ふれあいプラザで『秋田盆おどりサ
ミットin増田』が開催されました。これは、盆踊りの
保存継承と後継者育成を目的としたもので、ステージ
では、増田盆おどりや田中盆おどり、西馬音内盆おど
りが披露された後、県内の盆おどり保存会代表者らに
よるパネルディスカッションなどが行われました。ま
た、最後に増田小学校児童らが、増田盆おどり発祥に
まつわる悲話をもとにしたミュージカルを演じ、その
名演技に観客から惜しみない拍手が送られていました。 色鮮やかな衣装で優雅な舞を披露した西馬内盆おどり

 

■けやき並木のイルミネーション点灯式（大森）
　12月14日、市役所大森庁舎前のケヤキの木が電飾で
彩られる『けやき並木のイルミネーション』の点灯式
が行われ、地域住民など１５０人以上が見守る中、９本
のケヤキに幻想的な灯りがともされました。
　会場では、手打ちそばや温かい豚汁などが振る舞わ
れたほか、『コーラス蕗』とアカペラグループ『ウスペ
ラーズ』によるミニコンサートも開かれ、来場者を楽し
ませました。芝桜をイメージした華やかでやわらかな
イルミネーションは、１月12日まで点灯されます。

芝桜をイメージした電飾がともる

ロマンティックなアカペラの歌声がさらに幻想的な雰囲気を演出

わか みず く

きゅう
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バスケットボール ウィンターリーグ２００９
●日時／２月８日(日)・15日(日)、午前10時～　●場所
／雄物川体育館　●参加資格／一般男女　●参加費／１
チーム6,000円　●申込期限／１月23日(金)　 ●問合せ
／ＮＰＯ法人よこてスポーツクラブ事務局 　33-2102

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい 　

新
春
初
笑
い
『
ブ
ラ
ボ
ー
中
谷

シ
ョ
ー
＆
大
売
出
し
抽
選
会
』

　

ブ
ラ
ボ
ー
中
谷
氏
の
シ
ョ
ー
ほ
か
、

公
開
抽
選
会
や
甘
酒
、
と
ん
汁
の
サ

ー
ビ
ス
、
特
産
品
販
売
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
18
日(

日)

午
後
２
時

　

〜(

入
場
無
料)

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
平
鹿
中
央
商
工
会　

２

　

４
‐
１
３
６
０

不
要
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
譲
り
く

だ
さ
い

　

横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第
26

回
『
国
際
交
流
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
る

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、

平
和
と
文
化
の
架
け
橋
に
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン

ダ
ー
の
中
か
ら
日
本
色
豊
か
な
も
の

を
選
び
、
海
外
10
か
国
24
団
体
に
送

っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
余
分
な
カ
レ
ン
ダ
ー
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
１
月
14
日（
水
）ま

で
左
記
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
持
込
場
所
／
横
手
地
域
局
１
階
総

　

合
案
内
窓
口
、
県
南
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー
、
明
照
保
育
園

◆
問
合
せ
／
横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会　

　
　

３
２
‐
９
６
８
３

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
に

際
し
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
が
横
手
高
校
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
試
験
実
施
に
は
静
か
な
環

境
が
必
要
で
す
。
特
に
英
語
の
リ
ス

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
時
間
帯
は
、
近
隣
で

の
騒
音
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
付
近
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
横
手
高

校
の
駐
車
場
は
開
放
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
受
験
生
は
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
時
／
１
月
17
日（
土
）午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
35
分
、
18

　

日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　

※
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
は

　

17
日
午
後
５
時
35
分
〜
６
時
35
分

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学
ア
ド
ミ

　

ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム　

０
１
８
‐
８

　

７
２
‐
１
５
３
５

自
衛
官
募
集

◆
募
集
種
目
／
予
備
自
衛
官
補

◆
受
付
期
間
／
１
月
７
日(
水)

〜
４

　

月
14
日(

火)

◆
受
験
資
格
／【
一
般
】18
歳
以
上
34

　

歳
未
満
、【
技
能
】18
歳
以
上
、
技

　

能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

◆
試
験
日
／【
第
一
回
】４
月
中
旬

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

大
曲
技
術
専
門
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
で
す
。

◆
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
建
築
工
事
用
請

　

求
書
・
見
積
書
作
成
講
習
／
１
月

　

15
日(

木)

・
16
日(

金)

、定
員
10
人

◆
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

作
成
講
習
／
１
月
20
日(

火)

・
21

　

日(

水)

、
定
員
10
人

◆
電
気
工
事
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
図
作
成

　

講
習
／
１
月
21
日(

水)

・
22
日(

木)

、

　

定
員
10
人

◆
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
に
よ
る
写
真
入
り
メ
ニ

　

ュ
ー
作
成
講
習
／
１
月
28
日(

水)

・

　

29
日(

木)

、
定
員
10
人

◆
棒
隅
・
谷
木
墨
付
け
講
習
／
１
月

　

28
日(

水)

・
29
日(

木)

、定
員
10
人

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校
民
間

　

訓
練
支
援
室　

０
１
８
７
‐
６
２

　

‐
６
３
２
１

平
成　

年
度
公
正
取
引
委
員
会

『
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
』募
集
し
ま
す

　

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
に
な
ら
れ
た
方

に
は
、
研
修
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力
、
情
報
の
提
供
、
意
見
・

要
望
の
提
出
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
専
門
的
な
知
識
や
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
方

◆
募
集
期
限
／
２
月
13
日(

金)

◆
問
合
せ
／
県
生
活
環
境
文
化
部

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
５
１
７

確
定
申
告
は『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
で
！

　

２
月
16
日(

月)

か
ら
始
ま
る
平
成

20
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申

告
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
電
子
証
明
書
を
付
し
て
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
申
告
の
場
合
、
最
高
５
千
円

の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署　

３
２
‐

　

６
０
９
０

常
設
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
が
常
駐
し
て
、
皆

さ
ん
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
の
相

談
を
受
付
け
ま
す
。
※
平
日
は
法
務

局
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
毎
週
水
曜
日
、
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
横
手

　

支
局　

３
２
‐
５
１
５
３

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
を
お

手
伝
い
し
ま
す

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
不
満

や
要
望
を
聴
き
、
解
決
へ
導
く
手
伝

い
を
し
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

０
１
８
‐

　

８
６
４
‐
２
７
２
６

『
献
体
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
体
と
は
、
献
体
法
に
基
づ
い
て

医
学
教
育
（
人
体
解
剖
）
に
役
立
た

せ
た
い
と
い
う
、
志
を
持
つ
方
が
生

前
に
白
菊
会
に
登
録
し
、
死
後
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
無
条
件
・
無
報
酬
で

ご
遺
体
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
医
学
の
進
歩
・
発
展
の
た
め

に
、
自
分
の
お
体
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
大
学
医
学
部
白
菊

　

会
（
学
務
課
）　

０
１
８
‐
８
８

　

４
‐
６
０
３
０

南部エリア『冬の野菜とニンニクを使った体を温める料理』
●日時／１月31日(土)午前10時～　●場所／南部エリア
調理室　●参加費／1,000円(材料費・保険料込)　●定員
／20人　●申込期限／１月26日(月)　●申込み／南部エ
リア 　26-3880

自然を愛する皆さんの集い
●日時／１月18日(日)午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町)　●参加費／800円（軽食付）  ●問合せ
／レストラン煉瓦屋 　33-2811

１月は各地で伝統行事が行われます

二井山裸参り（雄物川）
◆１月７日(水)　午後７時～

百万遍念仏講（山内）
◆１月12日(月)　午前８時30分～

三助稲荷神社梵天奉納（大森）
◆１月18日(日)　午前10時～

たいまつ焼き（平鹿）
◆１月15日(木)　午後６時～

ぼん でん

　300年以上の歴史を持
つ小正月行事「たいまつ
焼き」が上醍醐・金屋地
区で行われます。この行
事は、かつて上醍醐に刀
鍛冶、金屋に弓矢職人が
おり、どちらも火の神を
祭り、たいまつを焼いて参拝しあったのが始まり。女人禁
制とされ、現在も男性だけで行われています。
◆場　所／平鹿上醍醐・金屋地区
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地域局産業振興課内）　
　　　　　　24－1118

　県の記録選択無形民俗文化財に指
定され、200年以上の歴史を持つ、三
助稲荷神社の梵天奉納。男衆が激し
くぶつかり合うことから『ケンカ梵
天』の異名を持つ勇壮な祭りで、五
穀豊穣・家内安全・商売繁盛を祈願
します。また、前日には梵天の一般
公開が行われます。
【梵天奉納】
◆場　所／三助稲荷神社
【ぼんでん発表会】
◆日　時／１月17日（土）午前９時～
◆場　所／川西小学校体育館
◆問合せ／大森地域局産業振興課　26-2117

  南郷の三ツ屋地区に200
年ほど前から伝わる「百万
遍念仏講」。同地区に通じ
る３か所の入り口で、タラ
の木で作られた長さ10メー
トルもある大きな数珠を、
念仏を唱えながら100回ま
わします。疫病が入り込むのを防ぎ、１年間の無病息災を祈
願して行われます。
◆場　所／山内南郷三ツ屋地区
◆問合せ／山内地域局産業振興課　53－2934

　山伏信仰の修験道場として開か
れた二井山の湯殿山神社で、400
年以上前から荒行として続いてい
る「裸参り」。１年間の家内安全
と無病息災を祈願し、下帯にしめ
縄の男衆が参道を駆け抜け、社殿
の前で冷水をかぶり身を清めます。
◆場　所／
　雄物川二井山湯殿山神社
◆問合せ／
　雄物川郷土資料館　22-2793

‘09

21
ぼ
う

す
み

た
に

き

ひゃく まん べん ねん ぶつ こう
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鎌
田
さ
ん
一
家
は
、
親
子
三
世

代
に
わ
た
り
日
本
舞
踊
を
趣
味
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
「
曲

の
歌
詞
を
理
解
し
感
情
を
込
め
て

舞
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
客
に

自
ら
の
舞
い
で
情
景
を
伝
え
ら
れ

る
〝
表
現
者
〞
に
な
れ
る
こ
と
」

と
語
る
の
は
娘
の
悦
子
さ
ん
、
敦

子
さ
ん
。
ま
た
、
見
た
目
以
上
の

運
動
量
な
の
で
、
運
動
不
足
解
消

に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
小
学
生
の
と
き
に
初
め
て
見

た
祖
母
の
舞
い
の
美
し
さ
が
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
す
の
は

孫
の
真
理
子
さ
ん
。
良
子
さ
ん
は

「
孫
と
同
じ
舞
台
に
立
て
る
こ
と

は
嬉
し
い
で
す
ね
。
た
ま
に
振
り

付
け
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
微
笑
み
ま
す
。

　

一
緒
に
発
表
会
を
観
に
行
っ
た

り
地
元
文
化
祭
に
参
加
し
た
り
と
、

世
代
を
超
え
て
仲
睦
ま
じ
い
４
人
。

「
み
ん
な
で
同
じ
話
が
で
き
る
こ

と
が
最

大
の
魅

力
で
し

ょ
う
」

と
笑
顔

で
話
し

て
く
れ

た
皆
さ

ん
で
し

た
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　よこて女声コーラスは、働く女性の家が
主催したコーラス講座に参加したメンバー
が主体となり、女性限定のコーラスサーク
ルとして昭和60年に結成。50～60代を中心
に27人が所属し、毎週月曜日に横手中央公
民館で練習に励んでいます。
　「コーラスは人の声のみで美しいハーモ
ニーを奏でます。楽器などを介さないぶん、
周囲の声を聞く、周囲を信頼するなど、一
人ひとりのつながりが大事になってきます。
〝うたは心のハーモニー〟を合言葉に、音
だけでなく心を合わせることも意識して活
動しています」と話す代表の鈴木さん。
　コーラスの基本は腹式呼吸と正しい姿勢
の維持。練習後は気分もスッキリするとい
うことでした。また、大きな声を出すこと
でストレス解消にもなっているようです。
みなさんもぜひ参加してみませんか。
◆問合せ　籠林さん　32-1687

よこて
女声コーラス

コーラスサークル（横手）

 

遠藤　朱里さん
 （23歳・横手）

　

(

有)

ヨ
コ
ウ
ン
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
に
勤
務
す

る
朱
里
さ
ん
。
「
以
前
、
車
が
故
障
し
て
し
ま

い
、
当
社
に
修
理
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、
そ
の
時
の

対
応
が
親
切
で
…
。
私
が
直
接
お
客
さ
ん
の
車

を
修
理
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
の
不

安
を
取
り
除
く
仕
事
に
携
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
自
分
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

　

〝
今
〞
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
人
生
は
一
度

　

き
り
な
の
で
「
今
日
は
つ
ま
ら
な
い
日
だ
っ

　

た
」
と
思
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
常
に
前

　

向
き
で
い
た
い
で
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。
こ
の
季
節

　

は
や
っ
ぱ
り
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
ね
！

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。遠藤さんは、前回
の木村さんからのご紹介です。

美しく優雅な舞いを披露します

【山内】

　

理
美
容
師
と
し
て
働
く
恵
子
さ

ん
は
栃
木
県
佐
野
市
の
出
身
。
専

門
学
校
を
卒
業
後
は
群
馬
県
で
就

職
し
、
32
歳
の
と
き
に
夫
の
勇
人

さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

勇
人
さ
ん
が
地
元
の
大
雄
に
店
を

構
え
る
こ
と
に
な
り
、
36
歳
の
と

き
横
手
へ
。
現
在
、
ご
夫
婦
で
ア

リ
ゼ（
理
容
室
）を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

横
手
で
の
生
活
に
不
安
は
な
か

っ
た
か
と
聞
く
と
「
夫
は
瞳
の
き

れ
い
な
素
直
な
人
で
す
。
こ
ん
な

人
を
育
て
た
土
地
な
ら
、
き
っ
と

良
い
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
」
と
は
に
か
む
恵
子
さ

ん
。
横
手
の
雪
景
色
を
〝
水
墨
画

の
よ
う
な
景
色
〞
と
表
現
し
「
一

面
真
っ
白
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

木
々
の
色
が
見
え
る
。
思
っ
た
と

お
り
の
美
し
さ
で
し
た
」
と
話
し

ま
す
。
横
手
に
来
て
７
年
経
っ
た

今
で
も
、
毎
年
、
冬
の
美
し
さ
に

感
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
の
展
望
を
「
こ
れ
か
ら
も

地
元
に
愛
さ
れ
る
お
店
を
目
指
し
、

理
美
容
師
・
母
親
・
妻
と
し
て
の

良
い
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
生
活
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
取
材
中
、
終
始
〝
横

手
に
来
て
よ
か
っ
た
〞
と
口
に
す

る
恵
子
さ
ん
か
ら
は
、
幸
せ
い
っ

ぱ
い
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

 

■面積　 356.07k㎡
■人口　125,939人
■世帯　 47,908世帯

えん どう あか り

柴田　恵子さん（43歳・大雄）・歩夢くん（0歳）
しば た けい あゆ むこ 

※写真左から、真理子さん・良子さん・敦子さん・悦子さん

かま

ふじ

た かま た

い こ いずみ や ま り こあつ

りょう こ えつ こ

藤井 敦子さん（47歳）・泉谷 真理子さん（26歳）

鎌田 良子さん（71歳）・鎌田 悦子さん（52歳）　

福島県

栃木県

佐野市
さ の

は
や

と

じょ せい

栃木県

群馬県 茨城県

かご ばやし

う
れ

う
れ
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児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：30～13：30
１歳６か月児健診（平成19年６月生まれ）
　日　時　１月15日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成18年７月生まれ）
　日　時　１月13日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年６月生まれ）
　日　時　１月16日（金）　受付12：30～13：30
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月８日（木）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成20年５月生まれ）
　日　時　１月８日（木）　受付12：50～13：10
１歳６か月児健診（平成19年５月～６月生まれ）
　日　時　１月15日（木）　受付12：50～13：10
３歳児健診（平成17年５月生まれ）
　日　時　１月13日（火）　受付12：50～13：10
３歳児健診（平成17年６月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：50～13：10
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月８日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成20年５月生まれ）
　日　時　１月８日（木）　受付13：00～13：15
２歳児歯科健診（平成18年６月～７月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：30～13：30
３歳児健診（平成17年５月～６月生まれ）
　日　時　１月16日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　　　　（２歳児歯科健診は雄物川保健センター）
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月９日（金）　受付10：00～10：15
７か月児健診（平成20年５月生まれ）
　日　時　１月９日（金）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成18年６月～７月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：30～13：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月７日（水）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成20年５月生まれ）
　日　時　１月８日（木）　受付12：50～13：20
12か月児健康相談（平成19年12月生まれ）
　日　時　１月７日（水）　受付9：30～9：50
【山内地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：30～13：30
１歳６か月児健診（平成19年６月生まれ）
　日　時　１月15日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成18年７月生まれ）
　日　時　１月13日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年６月生まれ）
　日　時　１月16日（金）　受付12：30～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄地域福祉センター
　　　　　　　　　（２歳児歯科健診は雄物川保健センター）
４か月児健診（平成20年８月生まれ）
　日　時　１月７日（水）　受付12：30～12：45
７か月児健診（平成20年５月生まれ）
　日　時　１月７日（水）　受付12：30～12：45
２歳児歯科健診（平成18年６月～７月生まれ）
　日　時　１月14日（水）　受付12：30～13：30

談相
【横手地域】
心配ごと相談所　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　１月８日・22日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　１月９日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　多目的研修センター
　日　時　１月15日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　１月７日・21日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　１月14日（水）　9：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　１月13日（火）　9：30～12：00
行政相談　■場所　大森図書館
　日　時　１月６日（火）　14：00～16：00
健康相談・栄養教室　■場所　大森健康温泉
　日　時　１月15日（木）　10：00～11：00
　問合せ　大森地域局市民福祉課　26-4030
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　１月９日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談所　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　１月６日・20日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
無料法律相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　１月19日（月）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　大雄地域福祉センター　52-3311
心配ごと相談・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　１月16日（金）　9：30～12：00

日当番医休
澤口内科医院

復古堂医院

細谷内科医院

しおたこどもクリニック

渡辺内科循環器科医院

胃腸科内科髙橋クリニック

金沢中野

朝日が丘

前郷二番町

杉沢

横手町

赤坂

　56-6060

　33-6021

　36-2221

　35-5005

　35-7020

　36-2711

１月１日（木）

１月２日（金）

１月３日（土）

１月４日（日）

１月11日（日）

１月12日（月）

１月４日（日）

１月11日（日）

無江医師（醍醐クリニック）

岡田医師（岡田小児科医院）
受付18：00～21：00
診療18：30～21：30

平鹿総合病院 日曜夜間小児救急外来　　32-5124

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　１月７・14日（水）
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　１月７・14日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　１月13日（火）
　診療時間　13：30～14：30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　1月1・2・3・5・12日
増田図書館　　1月1・2・3・5・13日
平鹿図書館　　1月1・2・3・5・12日
雄物川図書館　1月1・2・3・5・12日
大森図書館　　1月1・2・3・5・12・13日
十文字図書館　1月1・2・3・5・12・13日
山内図書館　　1月1・2・3・4・10・11・
　　　　　　　12日
大雄図書館　　1月1・2・3・4・5・12・
　　　　　　　13日
雄物川資料館　1月1・2・3・5・12日

えがおの丘　　1月5・13日
三吉山荘　　　1月1・6・13日
大森健康温泉　1月1・2・5・13日
ゆとりおん大雄　1月8日
南部エリア　　1月1・5・13日
健康の駅トレーニングセンター　
　東部　　　　1月1・2・3・4・5・7・14日
　西部・南部　 1月1・2・3・4・5・10・
　　　　　　　11・12日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　1月1・2・5・13日

血日程献
実施時間
10：00～11：00
12：10～13：10
13：25～14：30
15：00～16：00
10：00～11：45
12：00～13：10

地域 実 施 場 所
バザール横手店
横手自動車学校
市役所本庁南庁舎
ビハーラ横手
日発精密工業（株）横手工場
秋田渥美工業

１月８日（木） 横手

月　日

横手１月13日（火）

種類

全血
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お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所市長公室
　　広報広聴担当 行

PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝１月26日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

市報よ
こて

　　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

日本国秋田県横手市

１
（11/16～12/15日到着分）

１
2009

【提供】　秋田ふるさと農業協同組合
　　　　増田町ジュース加工所 　45-4412

横手産のりんご、ぶどう、トマト果汁100％
ジュースの詰め合わせ『しずく三姉妹』

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

◎市報１／１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　 　　　２．いいえ

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

木戸五郎兵衛村古民家のいろり

木戸五郎兵衛村古民家のいろり

保
健
師
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝

佐
藤
栄
子
さ
ん（
48
歳
・
横
手
）

　

先
日
、
健
康
診
断
後
の
通
知
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
て

保
健
師
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。
胃
部
Ｘ
線
の
結
果
、
疑
い
の
あ
る
要

精
密
検
査
と
あ
り
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

に
電
話
で
尋
ね
て
み
ま
し
た
が
、
二
次
検

査
の
場
合
で
も
内
視
鏡
検
査
は
急
患
以
外

は
予
約
制
と
の
こ
と
。
保
健
師
さ
ん
に
経

緯
を
話
す
と
「
予
約
を
待
つ
よ
り
も
ま
ず

早
め
の
受
診
を
」
と
す
ば
や
く
対
処
し
て

く
れ
る
医
療
機
関
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
慌
て
る
と
視
野
が
狭
ま
る
も

の
。
保
健
師
さ
ん
に
相
談
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
戦
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

「
Ｒ
・
Ｆ
」さ
ん（
83
歳
・
横
手
）

　

10
月
26
日
、
バ
ス
２
台
で
市
内
の
歴
史

を
勉
強
し
、
金
沢
八
幡
神
社
周
辺
や
沼
館

の
柵
近
辺
で
説
明
を
聞
き
、
首
塚
神
社
を

参
拝
し
ま
し
た
。
最
後
は
ふ
る
さ
と
村
に

立
ち
寄
り
、
菊
と
菊
人
形
を
見
物
。
念
入

り
に
作
っ
た
菊
に
感
心
し
ま
し
た
。
次
回

も
横
手
市
に
歴
史
あ
る
所
を
廻
る
と
の
こ

と
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
横
手
の

歴
史
を
勉
強
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

学
校
給
食

「
ヒ
ナ
マ
マ
」さ
ん（
27
歳
・
盛
岡
市
）

　

久
々
に
里
帰
り
し
、
市
報
を
読
み
ま
し

た
。
学
校
給
食
は
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
地

場
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
〝
地
産
地

消
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
〞
と
て
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
し
、
幸
せ
な
給
食
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
を
担
う
子
供
た
ち
が
、

心
と
身
体
を
育
め
る
安
心
、
安
全
な
学
校

給
食
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

親
切
な
方
へ「

黒
沢
」さ
ん（
45
歳
・
横
手
）

　

11
月
１
日
の
朝
、
昨
日
持
っ
て
行
っ
た

小
３
の
息
子
の
弁
当
箱
が
な
い
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
家
中
捜
し
て
も
見
つ
か
ら

ず
、
確
か
に
持
っ
て
学
校
を
出
た
と
言
う

息
子
の
「
あ
っ
！
」
と
い
う
声
。
向
か
っ

た
先
は
本
荘
街
道
踏
切
の
公
園
。
前
日
は

カ
ミ
ナ
リ
も
鳴
り
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
で

し
た
が
、
だ
れ
か
が
ベ
ン
チ
の
下
に
置
い

て
く
だ
さ
り
、
持
ち
手
の
部
分
が
少
し
濡

れ
て
い
る
程
度
で
し
た
。
親
切
な
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
手
に
貴
公
子
、
現
わ
れ
る

「
真
珠
の
ピ
ア
ス
」さ
ん（
52
歳
・
横
手
）

　

11
月
15
日
、
横
手
市
民
会
館
へ
横
手
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
を
聴

き
に
行
っ
た
。
い
よ
い
よ
ピ
ア
ノ
が
セ
ッ

テ
ン
グ
さ
れ
て
伊
藤
伸
君
の
登
場
、
と
て

も
手
首
が
柔
ら
か
く
て
、
ピ
ア
ノ
は
上
手
、

ル
ッ
ク
ス
は
い
い
し
、
こ
ん
な
す
ご
い
人

が
横
手
に
い
た
な
ん
て
…
。
こ
れ
か
ら
も

伊
藤
伸
君
を
応
援
し
よ
う
と
思
う
。
最
後

に
弾
い
て
く
れ
た
『
雪
』
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

　
市
内
初
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
結
成

さ
れ
た
横
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
。
結
成
記
念
の
演
奏
会
は
、
伊
藤
伸
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
も
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
翌
日
は
同
じ

会
場
で
横
手
吹
奏
楽
団
の
演
奏
会
が
あ
り
、

平
鹿
町
出
身
の
ド
ラ
マ
ー
・
大
坂
昌
彦
さ

ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
。
横
手
が
輩
出
し
た
世

界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
の
演
奏
に
ふ
れ
、

市
民
に
と
っ
て
文
化
の
薫
り
高
い
週
末
に

な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

除
雪
車
の
皆
様
、ご
苦
労
さ
ま
で
す

「
Ｙ
・
Ｋ
」さ
ん（
68
歳
・
横
手
）

　

冬
到
来
。
朝
、
カ
ー
テ
ン
を
そ
っ
と
開

け
る
。
早
朝
、
と
い
う
よ
り
夜
中
く
ら
い

の
時
間
に
除
雪
車
の
音
が
し
ま
す
。
厳
し

い
寒
さ
の
中
大
変
だ
な
ぁ
と
自
分
は
フ
ト

ン
の
中
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
私
が
子
供
の
頃
は
道
付
け
当
番
が
あ

り
、
学
校
に
行
く
前
に
４
km
も
あ
る
道
を

２
人
組
の
大
人
が
か
ん
じ
き
を
履
い
て
道

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
風
雪
の
時
は
狭
い

道
な
の
で
す
ぐ
道
が
な
く
な
り
足
跡
を
た

ど
っ
て
歩
い
た
も
の
で
し
た
。
時
の
流
れ

は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

思
い
出
の
小
学
校

「
Ｋ
・
Ａ
」さ
ん（
87
歳
・
大
森
）

　

１
０
０
年
以
上
続
い
た
大
森
小
学
校
が

閉
校
に
な
る
と
聞
い
た
。
大
正
生
ま
れ
の

男
の
同
級
生
を
皆
見
送
り
、
一
人
残
っ
た

さ
み
し
い
毎
日
。
思
い
出
の
小
学
校
も
閉

校
と
は
、
何
と
も
言
い
が
た
い
さ
み
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。
身
体
も
動
か
な
く
な
り
、

毎
日
ふ
る
さ
と
の
山
や
雪
が
積
も
る
で
あ

ろ
う
畑
を
見
て
、
昔
な
つ
か
し
い
思
い
出

に
ふ
け
る
毎
日
で
す
。

　
今
年
度
末
で
大
森
小
、
川
西
小
、
白
山

小
が
閉
校
と
な
り
、
春
に
は
新
生
『
大
森

小
学
校
』
が
誕
生
し
ま
す
。
地
域
の
人
た

ち
の
思
い
は
、
き
っ
と
次
代
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

「
岩
ち
ゃ
ん
」さ
ん（
57
歳
・
十
文
字
）

　

秋
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
花
芽
を
つ
け

な
か
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
。
寒
く
な
っ
て

か
ら
大
き
な
花
を
３
つ
も
咲
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
寒
い
だ
ろ
う
と
家
の
中
に
入
れ

る
と
、
今
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

緑
が
あ
る
と
家
の
中
が
明
る
く
な
っ
て
い

い
で
す
ね
。

誰
で
も
楽
し
く
歩
け
る
町
に

「
Ｙ
・
Ｔ
」さ
ん（
71
歳
・
横
手
）

　

最
近
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
行
事
に
よ
く

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
新

た
な
発
見
と
ち
ょ
う
ど
い
い
汗
」
71
歳
の

私
に
は
ぴ
っ
た
り
の
ス
ポ
ー
ツ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
子
供
か
ら
年
配
の
方
々
ま
で
、

こ
の
爽
快
さ
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
若

い
方
で
も
疲
れ
て
い
る
方
、
横
手
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
心
身
と
も
に
元
気
に
な

れ
る
の
で
は
…
。

こ
の
頃
考
え
て
い
る
こ
と

「
す
い
か
糖
大
好
き
な
母
」さ
ん

（
45
歳
・
大
森
）

　

わ
が
家
の
小
５
と
中
１
の
子
供
（
男
）

が
、
冬
に
な
っ
て
寒
く
て
も
タ
イ
ツ
等
を

履
か
な
い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
と

ク
ラ
ス
で
も
履
い
て
い
る
人
は
い
な
い
と

の
こ
と
。
女
子
高
校
生
の
冬
の
〝
な
ま
足

族
〞
と
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た

ち
に
は
寒
さ
に
あ
っ
た
服
装
で
〝
み
ん
な

で
エ
コ
〞
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
を
大
切
に

「
Ｔ
Ｔ
こ
ま
ち
」さ
ん（
横
手
）

　

緑
が
豊
か
な
日
本
に
暮
ら
す
幸
せ
を
大

切
に
し
、
空
地
で
の
ゴ
ミ
焼
き
（
化
学
製

品
）
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

を
ま
き
散
ら
し
、
ガ
ン
に
か
か
り
や
す
く

な
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
カ
ラ
ス

が
燃
え
か
す
の
容
器
等
を
く
わ
え
て
き
て

散
ら
し
ま
す
。
自
然
環
境
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
、
花
や
紅
葉
の
美
し
さ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
た
い

も
の
で
す
。

ご
く
ろ
う
さ
ん
の
声
援
あ
り
が
と
う

　
「
Ｋ
Ｇ
Ｙ
」さ
ん（
81
歳
・
横
手
）

　

週
２
回
、
夏
は
５
時
、
冬
は
６
時
に
地

下
道
の
掃
除
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
朝
早

い
の
で
通
る
人
は
少
な
い
で
す
が
、
み
な

さ
ん
が
「
お
は
よ
う
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
さ

ん
」
と
声
援
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
元
気

付
い
て
今
ま
で
13
年
間
続
け
て
こ
れ
ま
し

た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
21
日
で
終
わ
り
に
し
ま
し
た
。
こ
の

後
も
続
け
て
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ

を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

　ＪＡ秋田ふるさとの人
気商品、果汁100%ジュー
スに、新たにシシリアン
ルージュが仲間入り。お
なじみのアルミパックか
らビン入りへと装いを新
たにして、３本セットの
『しずく三姉妹』として商
品化されました。新開発
の『トマトのしずく』には、話題のシシリアンルー
ジュを丸ごと使用。濃厚で芳醇な甘さと酸味が特
徴で、そのまま飲んでもおいしく、トマトソース
としても使えるジュース加工所の自信作です。
　長女『林檎のしずく』、次女『葡萄のしずく』、三
女『トマトのしずく』（各500ml）の３本をセットにし
た『しずく三姉妹』を３名様にプレゼントします。

りん　ご  ぶ　どう

ほうじゅん



横手かまくら凧作り名人

木島 久一さん（70歳）

昭和13年、旧東由利町生まれ。昭
和60年、横手凧の会を立ち上げる。
平成４年に『横手かまくら凧』を
創作し、延べ3,800人を超える子
供たちに凧作りを指導。また、こ
れまでの活動が認められ、今年11
月、内閣府より大臣表彰を受ける。

きしま きゅういち

横手凧復活を夢見て…
　　　少年時代の熱き思いを今に　　　　　　

　

凧
揚
げ
、
こ
ま
回
し
、
羽
根
突
き
…
。
童
謡
に
も
歌

わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
遊
び
は
、
今
で
は
ゲ
ー
ム
機
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
る
古
き

良
き
時
代
の
日
本
の
風
景
と
と
も
に
、
と
き
め
く
少
年

時
代
を
今
に
追
い
求
め
る
巧
が
い
る
。

　

自
宅
に
隣
接
さ
れ
た
凧
製
作
の
た
め
の
工
房
。
そ
こ

で
、
３
畳
ほ
ど
も
あ
る
色
鮮
や
か
な
凧
絵
が
描
か
れ
た

和
紙
に
細
工
を
施
す
巧
の
姿
が
あ
っ
た
。
横
手
盆
地
特

有
の
弱
い
風
で
も
安
定
し
て
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
風
の
受
け
流
し
を
良
く
す
る
た
め
縦
骨
を
中
央
部

に
寄
せ
、
絵
に
は
上
部
に
か
ま
く
ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

丸
み
を
帯
び
た
ラ
イ
ン
。
『
横
手
か
ま
く
ら
凧
』
は
、

巧
ら
が
横
手
を
特
徴
付
け
、
創
作
し
た
も
の
だ
。

　

巧
の
凧
と
の
出
合
い
は
小
学
生
時
代
。
冬
期
間
本
校

と
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
た
め
分
教
場
で
学
ん
で
い
た
時
、

赴
任
し
た
恩
師
か
ら
古
新
聞
を
使
っ
た
凧
作
り
を
教
わ

っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
「
自
分
で
作
っ
た
凧
が

揚
が
っ
た
時
は
、
そ
れ
は
も
う
感
動
し
た
も
の
」
と
、

少
年
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
る
。

　
「
横
手
凧
は
、日
本
の
凧
の
歴
史
上
に
存
在
す
る
も
の
。

昭
和
42
年
頃
か
ら
そ
れ
を
探
し
て
奔
走
し
た
が
、
現
存

す
る
も
の
に
未
だ
出
合
え
て
い
な
い
。
気
候
風
土
に
育

ま
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
全
国
各
地
の
多
く
の
凧
は
、

戦
争
を
機
に
そ
の
姿
を
こ
の
世
か
ら
消
し
て
い
っ
た
。

横
手
は
凧
が
大
空
を
舞
う
光
景
が
似
合
う
ま
ち
。
会
の

結
成
は
横
手
凧
復
活
の
た
め
」
と
当
時
を
振
り
返
る
巧
。

そ
の
凧
作
り
に
秘
め
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

◎一般向け
　○【DVD】横手ばやし／横手ばやし保存会〔雄〕
　○【CD-ROM】かんたん農業会計ソフト／林田雅夫〔雄・森〕
　○正直書評。／豊崎由美〔横・十〕
　○間宮林蔵・探検家一代／高橋大輔〔雄〕
　○１１歳の身の上相談／渡辺弥生〔十〕
　○豚のＰちゃんと３２人の小学生／黒田恭史〔山〕
　○国を変える力／猪瀬直樹〔森〕
　○光の場、電子の海／吉田伸夫〔横〕
　○孫をめぐるおとなの作法／毛利子来〔雄〕
　○集落農場から「集落営農」へ／阿部健一郎〔平〕
　○「いき」の構造 対訳／九鬼周造〔平・雄〕
　○雪遊び達人ブック／雪遊び達人倶楽部〔増〕
　○源氏物語千年のかがやき／思文閣出版〔横〕
　○誤審／麻野涼〔増〕
　○「卒業」ＰＡＲＴ２／チャールズ・ウエッブ〔横・平〕
◎児童向け・絵本
　○あした選挙へ行くまえに／池上彰〔横・増・雄・十〕
　○秘密指令第３号復刻版／手塚治虫〔平〕
　○十二支のはやくちことばえほん／高畠純〔横・増・雄・森〕
　○ヤカンのおかんとフトンのおとん／赤川明〔増〕
　○北極熊ナヌーク／ゲイリー・ブライズ〔平・十〕

あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

の
審
査
会
に
、
応
援
隊
と
し
て
参
加

し
た
。
12
月
８
日
の
テ
レ
ビ
放
送
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
う
が
、

参
加
し
た
18
市
町
村
の
Ｃ
Ｍ
は
力
作

揃
い
。
横
手
市
の
Ｃ
Ｍ
の
出
来
映
え

に
は
自
信
が
あ
っ
た
が
、
他
市
町
村

も
演
出
や
構
成
な
ど
で
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
、
予
想
以
上
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

争
い
だ
っ
た
。
結
果
、
大
賞
に
次
ぐ

優
秀
賞
を
授
か
り
、
年
間
１
０
０
回

の
Ｃ
Ｍ
放
送
権
を
獲
得
。
反
省
会
で

「
今
度
は
も
っ
と
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
大
賞
を
」
と

意
気
も
上
が
っ
た
。
次
回
は
ど
ん
な

Ｃ
Ｍ
が
で
き
る
こ
と
や
ら
…（
篤
志
）

あ 

と 

が 

き

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

おせちのおしょうがつ
／世界文化社〔横・増・森〕

文／ねぎしれいこ
絵／吉田朋子

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

今月の一冊

◇おはなし会（会場は各図書館）◇
・１月10日（土）午前10時30分／十文字図書館
・１月17日（土）午後２時／増田図書館
・１月18日(日)午前10時30分／雄物川・大森図書館
・１月25日（日）午前10時30分／横手図書館
おはなし会では、幼児や小学生を対象に絵本や紙芝
居の読み聞かせを行っています。事前の申込みは不
要ですので、家族や友だち同士でご参加ください。

　お正月にぴったりの絵本を紹介します。この本は、
数の子や昆布巻きなどおせち料理の仲間たちが重箱の
車に乗って、鏡もちの家に遊びに行くというお話です。
鏡もちの家に着くまでにちょっとした冒険もあり、仲
間と協力する姿が描かれています。
　お話の中でおせちの由来がわかりやすく紹介されて
いるので、読みながら楽しく覚えることもできます。
絵は布を使って表現されており、登場するおせちたち
が、ほのぼのとしてかわいらしく、表情もとても豊か
なので注目して下さい！お正月に定番のおせち料理で
すが、親子で由来を話し合いながら食べるのもいいで
すね。
　　　　　　　　大森図書館　図書館員　菊地ひろみ
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

イベントカレンダー

比叡山神社大松明(0:00～、山内筏地区比叡山
神社境内)

消防出初め式（大森・大雄・平鹿・増田）
消防出初め式（雄物川）
大雄書き初め大会(9:00～、大雄中体育館）

消防出初め式（十文字・山内・横手）

二井山裸参り（19:00～、二井山湯殿山神社）
選挙啓発ポスター展（かまくら館、13日まで）

みんなのしゃべり場【第４回】（9:30～、さかえ
館）

第17回銀河系宇宙ほら吹き決勝大会(13:00～、
雄物川コミュニティセンター)

百万遍念仏講（8:00～、山内南郷三ツ屋地区）

たいまつ焼き（18:00～、平鹿上醍醐金屋地区）

三助稲荷神社梵天発表会（9:00～、川西小学校
体育館）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick up

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 市長公室
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/
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Pick up

南部エリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　４日（日）「ドラえもん のび太と創世日記」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【102分】
　11日（日）「クレヨンしんちゃん 伝説を呼ぶ 踊れ！
　　　　　　アミーゴ」　 　　　　　　　 【96分】
◆問合せ／南部エリア（大森町菅生田）　26-3880

 
■１月25日(日)
ＪＢＬ2008－2009
inYOKOTE-MASUDA

 

　新年恒例の銀河系宇宙ほらふき大会が開催されます。
　“宇宙規模”の夢のある「ほら話」や“世界”を揺るがすよ
うなパフォーマンスを披露してくれる「ほらふき」たちが続々
と登場。前年度大賞を受賞した『劇団ほじなし』がゲスト出
演するほか、新春らしく福引大会も行われます。
　出場者の自慢の「ほら」で笑い初めしませんか。
◆日　時／１月11日（日）　13：00～17：00
◆場　所／雄物川コミュニティセンター
◆入場料／コップ１杯分の白米をご持参ください
◆問合せ／雄物川生涯学習センター 　22-5535

　国内トップレベルのバスケッ
トボール選手が競い合うＪＢＬ
（日本バスケットボールリーグ）
の公式戦が、今シーズンも増田
体育館で行われます。
　国内最高水準のスピードと迫
力満点のプレーが、生で観戦で
きるまたとないチャンス。バス
ケットボールファンだけでなく、
スポーツの好きな方なら必見の
一戦です。
◆日　時／１月25日（日） 8:30開場
◆場　所／増田体育館
◆日　程／前座試合　ミニバスケットボール／9:00～
　　　　　　　　　　秋田銀行 vs 湯沢北高／11:45～
　　　　　ＪＢＬ公式戦 アイシン vs 三菱電機／14:00～
◆入場料／一般・大学生2,000円、高校生1,500円、中学生1,000円、
　　　　　小学生500円（※当日券は500円増)
　　　　　市内体育館で前売券販売中
◆問合せ／横手市増田バスケットボール協会（増田体育館内）
　　　　　　45-3660

■１月11日(日）

銀河系宇宙ほら吹き決勝大会

　新年のあいさつと情報交換の場として、ど
なたでもご参加いただけます。事前申込みは
不要ですので、ぜひご参加ください。
◆日　時／１月５日（月）15:30～17:00
◆場　所／平鹿生涯学習センター
◆会　費／1,500円（軽食と飲み物）
◆問合せ／市長公室広報広聴担当□35-2162

平成21年横手市新春賀詞交歓会平成21年横手市新春賀詞交歓会平成21年横手市新春賀詞交歓会平成21年横手市新春賀詞交歓会平成21年横手市新春賀詞交歓会

昨年の増田大会（アイシンvsオーエスジー）

ふるさとＣＭ大賞『優秀賞』受賞!!
横手市ふるさと手作りＣＭ

      ・「蔵馬天狗 お宝を探せ」放送予定
　１月７日（水） 9：58頃
　１月11日（日）18：54頃
　１月12日（月） 5:48頃
　ＡＡＢ秋田朝日放送にて


